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那須岳、雄国山、安達太良山 

1 月 30 日（日）那須岳（茶臼岳）、峰の茶屋跡避難小屋  

関東地方は天気が良さそうなので那須の茶臼岳に行ってみることにした。7：

15 自宅発東北道那須 IC 経由、湯本温泉を過ぎて「↑ロープウエイ山麓駅」の標

識に従い除雪された舗装路、途中から圧雪の道を登っていく。大丸園地の先から

は通行止めとなっていた。スキーやスノボの客が結構いた。大丸温泉手前の無料

駐車場には 15 台位停まっていたが何とか駐車することができた。 

9：25、最初からアイゼンを着けて出発する。4人のグループが先行し助かる。 

稼働していないロープウエイ山麓駅は寒々としている。雪のない時はここまで

来れる峠の茶屋駐車場には乗用車が一台雪に埋もれそうになっていた。放置さ

れたものか？ 登山指導所のところで休憩している 2人組がいた。 夏場の登山

口の「山之神」の石の鳥居は一番上の部分だけが出ていた（写真①）。 

 樹林帯を抜けると風当たりが強く

雪が横殴りに飛んでくる。時々飛ば

されそうになりながら峰の茶屋跡避

難小屋に 11：15 着。二重のドアにな

っている冬季入口には「アイゼンの

ままＯＫ」と表示されていた。ログハ

ウス風の小屋には先行の 4 人組（若

者男性 3人、女性 1人）がガスボンベ

でお湯を沸かしカップ麺を食べていた。彼らも今回は風が強く山頂は断念する

とのこと。 

 4 人組が出発した後、単独行の若者が小屋に入ってきた。茶臼岳山頂まで行っ

てきたが、風に何度か飛ばされたとのこと。若者は勇気があるというか無謀とい

うか、自分は無理しないで下山することにした。 

 11：50 発、往路をたどり、13：10 駐車場着。今回の山行はここまで。 

 

2 月 19 日（土）裏磐梯 雄子沢登山口～雄国山（1271m）周回 

自宅発 7：45。猪苗代磐梯高原 IC からＲ459 を裏磐梯に向かいゴールドライ

ン入口を過ぎて雄子沢登山口に着いたら、除雪で駐車場が狭くなっていて 13 台

で満杯になっていた。夏場であれば路駐も可能だが、除雪の妨げになる。どこか

停められないかいったん引き返したら、両側とも除雪の雪が壁になっていて（写

真②）停めるところがなく結局登山口駐車場まで戻ってきた。 

さぁーて困ったと思い駐車場をよく見ると、入口のところの幅が広かったの

写真① 
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で、車の進入の邪魔にならないよう

にスコップで雪を片付けて何とかス

ペースを確保した。 

結局スタートは 9：50 になってし

まった。その間に車が 2 台やってき

たが、出口の外側に路駐した。登山

口は除雪の壁を崩して通れるように

なっていた（写真③）。夏道よりも

下部の沢沿いにスキーやスノー

シューのトレースがあり、ツボ足

のまま進む。しばらくして夏道の

ルートに復する。時折ツボ足が潜

るようになったのでスノーシュ

ーを着ける。薄日が差してきた

（写真④）。 

トレースは夏道よりも上部に

ついていて、左手の雄国沼からは

少し離れていたので、休憩舎には

寄らずに右手の雄国山山頂を目

指す。先行の 3人組のグループが

道をよけてくれた。稜線に出たら

下山のグループとすれ違う。単独女子の若者

もいた。 

12：30 雄国山山頂着。東京都多摩地方の山

の会 3 人組の人に写真を撮って貰う（写真

⑤）。彼らは山の会の旗を持参していた。翌

日は西吾妻山に行くとのこと。西側、喜多

方市街地の右手後ろに飯豊山がきれいだ

（写真⑥）。振り返ると、雄国沼が雪に覆わ

れている（写真⑦）。左手に猫魔ヶ岳や厩岳

山が連なっている。磐梯山は北側左手の櫛

ヶ峰は見えているが山頂は雲の中だ（写真

⑧）。 

立ったままおにぎりを食べていたら賑

やかな二人の女性と静かな一人の男性

の 3 人組が登って来て、飯豊山を背景に女性二人がストックを高く広げて連れ

写真② 

写真③ 

写真⑤ 

写真⑥ 

写真④ 
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の男性に写真を撮って貰っていた。「いいではイイデヨォー」などとはしゃいで

いる。なんとなくやり取りの雰囲気に既視感があったので、よく考えたら、1月 

 

写真⑦                写真⑧ 

10 日に磐梯山を相前後して登ったグループではないかと思い、話しかけてみた

らその通りだった。ホントに偶然な巡りあわせだった。磐梯山では話したわけで

はなかったし、下山した駐車場で男性と一言「一日、目一杯遊びましたね」「そ

ーですね」と言葉をかわしただけだったが・・・なんとなく覚えていた。彼女た

ちの撮った写真の片隅に自分の後ろ姿が映っていた。 

彼女らは雄子沢登山口駐車場を自分より早く出て、雄国沼に寄ってから雄国

山に登ってきたらしい。彼女らは往路を戻るのではなくて、夏道のないところを

駐車場まで周回するという。積雪の時に通れるコースがあることは聞いていて

関心があったので自分も後についていくことにした。雄国山頂 13：30 発。しば

らくは先行の数人のスキーのトレース（ラビスパ裏磐梯へのルート）を踏んで行

ったが途中で右折し踏み跡のないところを男性が先頭になってラッセルしなが

ら進んでいく。新雪で軽いためラッセルというよりスノーシューで踏み散らし

ての感じか。彼らは 3 人とも時々携帯を見、声を掛け合いながら進路を決めて

いる。携帯電話の登山 GPS アプリ YAMAP（ヤマップ）で進路を決めているとのこ

と。画面上の地図に表示される現在の位置を教えてくれた。 

いったん下り再び小山を登って雄国山山頂から 1 時間くらい歩いて休憩した

ときに男性が「携帯がない！」と言い出した。結局 3 人が探しに戻ることにな

り、自分はそこで待っていることにした。水筒のお茶はぬるくなっていたがイチ

ゴ大福を食べながらの温かいお茶はおいしかった。3 人は 30 分くらい探して見

つからなかくて戻ってきた。気の毒だったが雪の中に埋もれているのだろう。自

分は携帯をひもで首にぶら下げている。YAMAP で位置確認するために携帯を頻繁

に出し入れするときに落下したのだろう。携帯会社に連絡すると落とした位置

が分かると聞いたことがあるがどうだろうか。 

下り斜面で女性の一人のスノーシューのベルトがはずれてしまった。新雪の

斜面でベルトの操作をするのは大変だ。 

16 時過ぎ登山口駐車場着、結構な運動になった。最後に男性と名前を言い合
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った。Ｓさん達 3人は仙台の人達で、先週は西吾妻山に登り、毎週山に登ってい

るという。「きょうも一日、目一杯遊びましたね、またどこかでお会いしましょ

う」と言ってお別れした。 

 

2 月 26 日（土）YAMAP 試行、安達太良山（別名乳首山）、奥岳～勢至平～山頂 

今年の残雪期（3月中旬～5月初旬）に３つの山を登りたいと思っている。 

① 福島県南会津町・栃木県境、男鹿岳（三百名山、おじかだけ、おがだけ 1777m）、 

② 岐阜県、野伏ヶ岳（三百名山、のぶせがたけ 1674m）、 

③ 石川県・岐阜県・富山県境、笈ヶ岳（二百名山、おいずるがたけ 1841m） 

いずれも夏道がなく残雪期に登る山とされている。そのためには GPS が必要

だと思っているが、前回の雄国山山行で仙台の 3人組に教えてもらった YAMAP に

慣れる必要があると思い、1ヶ月間の無料アプリを入れたので、その試行をする

ことにし、天気予報で降雪の心配のない 26 日（土）に安達太良山に行くことに

した。 

奥岳スキー場 8：20 発 YAMAP「活動を開始」する。結構人が入っていて踏み固

められているのでツボ足で行けるところまで行こうと思った。下山してきたく

ろがね小屋泊りの数グループ 20 人近くの人達とすれ違ったが、風が強く山頂は

断念したとのこと。勢至平で引き返してきた人もいた。 

勢至平の分岐の標識が見つからなかったがスノーシューを着けて左側の雪原

に入っていく。本来ならばYAMAPで確認すれば良かったが見慣れた景色なので、

雪から枝が出ている灌木を避けながら進む。 

雪は締まっていて歩きやすいが風が強く時折体が飛ばされそうになる。籠山

（かごやま 1548m 写真⑨）の右手に出れば良いことが分かっているので YAMAP を

見ないで済ませてしまう。 

自分は籠山寄りに進むがスキーの

6 人組は列を作って自分よりもずっ

と右側を歩いていく。籠山の右手を

越えて峰の辻に至る。標識の頭が見

えている。風が少し弱まっている感

じがする。スキーの 6 人組は馬ノ背

の稜線に向けて直進する。稜線の風

の強さは半端じゃないのにと思った。

どこに行くのだろうか？ 

 

 

 

写真⑨ 
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自分は風を避けるため峰の辻から一端左側に下り山頂への直登ルートを行く。

（写真⑩左上

の乳首が安達

太良山頂、登山

者の姿も見え

る。分かります

か？） 

 

山頂は風が

強く、西の磐梯

山や北の吾妻

連峰は上部が

流れる雲に覆われている。東・北方向の福島方面は晴れているがところどころ雲

の流れが邪魔をしている。南の和尚山（1602m 写真⑪）は黒々としている。居合

わせた登山者と相互に写真を取り合って山頂から降りる（写真⑫）。風が強く寒

くて長居はできない。 

 

写真⑪                 写真⑫ 

今回はくろがね小屋には寄らずに往路と同じ勢至平ルートを下山する。13 時

半過ぎ峰ノ辻でおにぎりを食べる。くろがね小屋経由の登山者も数グループ見

かけた。午前中に勢至平～山頂間を多くの人が登下山したせいで踏み跡がはっ

きり分かった。午前の登りの時より風も弱まり晴れてきた。振り返り安達太良の

山々を見納める（写真⑬）。 

携帯の YAMAP で自分の山行の軌跡を見たら、勢至平からの登りで通常のルー

トからは外れてジグザグ歩きになり無駄が多いことが分かった。YAMAP の使い方

に慣れればより効率的な山行ができるかもしれない。電池の容量は出発時の

96％から 7 時間で 37％まで落ちていた。長時間の山行の場合 YAMAP を使うとき

は別にバッテリーを持っていく必要がある。 

YAMAP 試行山行を無事終える。 

写真⑩ 
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写真⑬（左から山頂の乳首、目印の籠山、矢筈ヶ森、右端が鉄山） 

 

 
令和４年３月 ＮＯ１０５  アンチ・エイジング 山旅遊人 
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